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第36号
宜野湾市立
大謝名小学校

「スタ場」とは、「スタートの場」「スタディの場」「スターの場」を表しています。 校内新聞

宜野湾市では、毎年11月を「宜野湾市教育月間」、11月1日を「ぎのわん教育の
日」として「宜野湾の学校が一番！「みなさんの学校が一番！一人一人の子ども
たちが一番！」を合言葉に、学校で楽しく勉強や活動ができるよう大人も子供も
考えて取り組む期間となっています。さて、下の看板が児童玄関のサバニのとこ
ろにあるのを気付いていますか？大謝名小学校での展示は今日までです。

でぇーじ･うむさん運動
１１月は「ぎのわん教育月間」

＜「でぇーじ・うむさん運動」メッセージ」抜粋＞

「でぇーじうむさん」とは、沖縄の方言で「とってもおもしろい」の意味です。

宜野湾市教育委員会では、４名の教育委員が会議を行い、宜野湾市の教育活動を進めています。

教育委員の皆さまは、「宜野湾市の学校が、子どもたちにとって、でぇーじうむさんと感じら

れる魅力的な場所になってほしい」として、桃原修委員から「でぇーじうむさん」の文字が入っ

た木彫り看板が教育委員会へ贈呈されました。

市教育委員会では、じのーん子（宜野湾市の子どもたち）が「楽しく、面白くしよう、学校は

楽しい場所なんだ、仲間（お友達）と過ごせる楽しい場所、面白い場所だ」とのメッセージを込

めて、市内１３小中学校に一週間ずつ「でぇーじうむさん」看板を飾っていきいます。

学校に通う皆さんは、つらいことや悲しいことも、先生やお友達と解決して「でぇーじうむさ

ん」と感じられる学校になってほしいです。


